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市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

19
日（
土
）▽
秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅
し
あ
わ
せ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式（
同

所
）

22
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
最
終
日（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
議
会
全
員

協
議
会（
本
庁
舎
）

23
日（
水
）▽
Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
よ
り
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞「
第
18
回
特
別
賞
」贈

呈（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会（
本
庁
舎
）

24
日（
木
）▽
職
員
提
案
制
度
表
彰
式（
本
庁
舎
）

25
日（
金
）▽
北
秋
田
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き
及
び
安
全
祈
願
祭（
同
所
ヒ
ュ
ッ

テ
）▽
年
末
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

28
日（
月
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
女
子
駅
伝
全
国
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）

4
日（
月
）▽
北
秋
田
市
消
防
出
初
式 

式
典
の
み
、行
進
な
し（
文
化
会
館
）▽
北
秋
田

市
長
年
頭
訓
示（
本
庁
舎
）

8
日（
金
）▽
新
年
度・
３
月
補
正
予
算
市
長
査
定
〜
18
日
ま
で（
本
庁
舎)

▽
北
秋
田

市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会（
文
化
会
館
）

9
日（
土
）▽
北
秋
田
地
区
交
通・防
犯
指
導
隊
連
合
会
査
閲
式（
コ
ム
コ
ム
）

14
日（
木
）▽
北
秋
田
地
区
交
通
安
全
協
会
交
通
安
全
祈
願
祭（
コ
ム
コ
ム
）

15
日（
金
）▽
JA
秋
田
た
か
の
す
青
年
部
雪
中
田
植
え（
大
太
鼓
の
館
前
）

◇
12
月
16
日
〜
１
月
15
日

　
令
和
２
年
の
仕
事
始
め
を
迎
え
た
１
月

４
日
、
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
、
課
長

級
以
上
の
幹
部
職
員
ら
約
50
人
を
前
に
津

谷
市
長
が
年
頭
の
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
「
昨
年
は
大
館
能
代
空
港
の

３
便
化
の
増
枠
、
高
速
交
通
網
の
充
実
と

し
て
、
蟹
沢
I
C
か
ら
大
館
能
代
空
港

I
C
間
が
開
通
し
、
新
た
に
蟹
沢
I
C
と

伊
勢
堂
岱
I
C
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
取

り
上
げ
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
前
に
控
え

た
伊
勢
堂
岱
遺
跡
と

北
東
北
の
中
心
地
と

い
う
地
理
的
な
優
位

性
を
生
か
し
た
い
。

ま
た
、
一
方
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
席
巻
し
た
一

年
に
な
っ
た
。
外
出

を
控
え
た
り
、
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
や
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
経
済

全
体
も
大
き
く
落
ち

込
む
な
ど
当
た
り
前

の
日
常
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
一
年
に

な
っ
た
」
な
ど
と
昨

年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
令
和
３
年
は
第
2
次
北
秋
田

市
総
合
計
画
に
お
け
る
後
期
基
本
計
画
の

初
年
度
と
な
る
。
3
月
の
完
成
を
目
指
し

て
策
定
作
業
を
す
す
め
る
。
同
計
画
に
は

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
の

視
点
を
取
り
入
れ
る
ほ
か
、『
新
し
い
生

活
様
式
へ
の
対
応
』
や
友
好
交
流
都
市
の

国
立
市
の
交
流
を
念
頭
に
『
地
域
間
交
流

の
推
進
』
を
新
規
項
目
と
し
、
国
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
庁
の
発
足
に
歩
調
を
合
わ
せ
、

電
子
自
治
体
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

他
方
、
高
齢
者
へ
の
方
々
も
含
め
全
て
の

市
民
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
き
め
細
か
い
対
応
を
し
た
い
」
な
ど
と

述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
職
員
に
対
し
「
皆
さ
ん
に
は
社

会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
市
役
所
職
員
と
し
て
ど
う
あ

る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
自
己
研
鑽
を
重
ね

て
ほ
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
毎
日
を

送
っ
て
い
る
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
常
に
市
民
に
寄
り
添
っ
た
職

員
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
と
心
を
一

つ
に
し
て
お
互
い
に
助
け
合
い
、
力
を
合

わ
せ
て
苦
難
を
乗
り
越
え
、
希
望
に
満
ち

た
北
秋
田
市
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
」

な
ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

津
谷
市
長
の
年
頭
訓
示

コ
ロ
ナ
禍
で
も
市
民
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

　
秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅
舎
を
電
飾
で
飾

る
「
し
あ
わ
せ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

の
点
灯
式
が
、
12
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
北
秋
田

市
の
冬
を
彩
る
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う
と
、

阿
仁
地
区
の
電
気
事
業
者
で
つ
く
る
阿
仁

電
友
会
（
菊
地
忠
雄
会
長
）
に
よ
り

2
0
1
8
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
に
L
E
D
電
球
を
約
8
0
0
0
個
使
用

し
ま
し
た
。

　
点
灯
式
で
は
、
津
谷
市
長
と
北
林
丈
正

県
議
会
議
員
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
ほ
か
、

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て

季
節
に
ち
な
ん
だ
3
曲
と
ア
ン
コ
ー
ル
1

曲
の
計
4
曲
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
子
ど

も
た
ち
の
清
ら
か
な
歌
声
が
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。

　
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
一
斉
に
電
球
が
点

灯
す
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
サ
プ
ラ
イ
ズ

で
花
火
が
約
3
分
間
に
わ
た
っ
て
打
ち
上

げ
ら
れ
、
来
場
者
は
駅
舎
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
冬
の
夜
空
に
咲
く
大
輪
の
花
火

の
競
演
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

点
灯
期
間
・
時
間

期
間 
令
和
３
年
3
月
15
日（
月
）ま
で

時
間
　
2
月 
16
時
30
分
〜
23
時

　
　
　
3
月 
17
時
〜
23
時

秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅 

し
あ
わ
せ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

雪
舞
う
駅
舎
に
歌
声
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
花
火

　
令
和
3
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
が
、

1
月
4
日
に
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
行
わ

れ
、
消
防
団
員
1
5
0
人
が
参
加
し
、
今

年
一
年
の
無
火
災
と
無
災
害
を
願
う
と
と

も
に
、
消
防
団
員
と
し
て
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
分
列
行
進
を
中
止
し
、

規
模
を
縮
小
し
て
式
典
の
み
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が

「
災
害
か
ら
命
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
の
は
、
自
助
、
共
助
、
公

助
の
精
神
で
あ
り
、
行
政
機
関
と
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
防
災
力
の
向
上
が
重
要
で

あ
る
。
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
引
き

続
き
推
進
し
、
よ
り
一
層
防
災
、
減
災
対

策
に
力
を
注
い
で
い
く
の
で
、
消
防
団
の

皆
さ
ん
も
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

郷
土
の
繁
栄
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
精
進

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
」
な
ど
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
戸
島
丈
夫
団
長
は
「
複
雑
、
多

様
化
す
る
各
種
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
知
識
と
技
術
の
向
上
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。
市
民
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
を
目
指
し
て
、

団
員
同
士
が
一
致
団
結
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
分
団
の
団
結
力
を
深
め
、
よ
り
力
強

い
北
秋
田
市
消
防
団
を
作
り
上
げ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
る
」
な
ど
と
訓
示
を
述

べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
秋
田
県
知
事
表
彰
や
秋
田
県

消
防
協
会
長
表
彰
、
秋
田
県
消
防
協
会
大

館
北
秋
田
支
部
長
表
彰
、
市
長
表
彰
の
各

表
彰
が
行
わ
れ
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
第
9
分
団
副

分
団
長
の
佐
藤
俊
夫
さ
ん
が
「
こ
の
受
賞

を
契
機
と
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
日
々
精

進
し
、
郷
土
繁
栄
の
一
役
を
担
い
消
防
団

の
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
」
な
ど
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
3
年 

出
初
式

防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
一
致
団
結
し
て


